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大阪府拠点HP

◆「ノウフク・アワード2 0 2 5 」エントリー受付中！
◆「みえるらべる」を表示した農産物等の販売が広がっています
◆大阪の真ん中で軽トラ夕市大盛況！～大阪府4Hクラブ連絡協議会～
◆環境に優しい農産物でみんながハッピーに！～ハッピーファーム～
◆「大阪産（もん）」の紹介 「勝間南瓜（こつまなんきん）」
◆農業者の皆様へ 収入保険をご紹介します

BUZZMAFFとなりの近畿

Topics

編集・発行 近畿農政局大阪府拠点
 

大阪市中央区大手前1-5-44
                         大阪合同庁舎第1号館 6階

06-6943-9691

〒540-0008

夏の定番！向日葵

https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/osaka/index_2012.html
https://www.maff.go.jp/kinki/photo/kekka/video/b10.html


農林水産省では、農業者が実施する環境負荷低減の取組の「見える化」を
推進しています。
農業者の「温室効果ガス削減への貢献」や「生物多様性保全への配慮」を

分かりやすく表示した「見える化」ラベル（みえるらべる）を
目印に、環境に配慮して生産された農産物を選んでみませんか。

「農福連携等応援コンソーシアム」 の主催により、全国各地で農福連携等に取り組んでいる
団体・企業や個人（以下「団体等」といいます。）の皆様から取組事例を募集し、優良事例に
取り組む団体等をノウフク・アワード2025として表彰・発信します。

「ノウフク・アワード2 0 2 5 」エントリー受付中！

みんなで耕そう！人・地域・未来の豊かな循環

「みえるらべる」を表示した農産物等の販売が広がっています

「ノウフク・アワード2 0 2 5」とは、ノウフク（農福連携等）の取組を表彰を通じて実践者を応援し、
その価値を多くの人に知ってもらうことで、地域社会に根づかせるためのアワードです。

応募方法
「ノウフク・アワード2025特設サイト」から応募用紙をダウンロードし、必要事項を記入
の上、応募フォームよりファイルをアップロードして、ご応募ください。

応募期間 2025年８月４日 ～９月30日

応募対象

地域において、農林水産業で障害者等の多様な能力が発揮され、農林水産分野、福祉分野
が抱える様々な課題解決や、障害者等の社会参画の実現、地域農林水産業の維持・発展・
更には地域活性化にも貢献している団体等

月 火

詳しい内容は特設サイトでご確認ください。

多様で魅力的な農福連携（ノウフク）の取組を募集します

※

※農福連携等応援コンソーシアム：農林水産省

https://noufuku.jp/award/award2025/ ノウフク・アワード2025 | ノウフクWEB

温室効果ガス削減への貢献

•化学農薬、化学肥料の低減
•化石燃料の削減
•堆肥やバイオ炭の施用 等

削減貢献率 5％以上：
〃     10％以上：
〃     20％以上：

★
★ ★
★ ★ ★

取組の得点１点 ：
    〃 ２点 ：

      〃     ３点以上：

★
★ ★
★ ★ ★

対象品目：計24品目（※括弧書きがないものは全て露地のみ）

米、トマト（露地・施設）、キュウリ（露地・施設）、なす（露地・施設）、ほうれん草、白ネギ、
玉ねぎ、白菜、キャベツ、レタス、大根、にんじん、アスパラガス、ミニトマト（施設）、
いちご（施設）、ピーマン（露地・施設）、リンゴ、温州みかん（露地・施設）、
ぶどう（露地・施設）、日本なし、もも、ばれいしょ、かんしょ、茶

「見える化」販売先

➢ 地域の慣行的な栽培と比較した温室効果ガス
排出量の削減貢献率を算定し、等級を確定

➢ 温室効果ガス削減に加え、生物多様性の保全
の取組の得点に応じて評価し、等級を確定

詳しくはこちら

生物多様性保全への配慮

•化学農薬、化学肥料の低減
•冬期湛水
•魚の保護 等 ※米に限る

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/noufuku/conso.html
https://noufuku.jp/award/award2025/
https://noufuku.jp/award/
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html#mieruka_place
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html


大阪の真ん中で軽トラ夕市大盛況！～大阪府4Hクラブ連絡協議会～

環境に優しい農産物でみんながハッピーに！～ハッピーファーム～

令和７年７月８日、大阪市中央区のＪＡ大阪センタービル前で、大阪府の若手農業者の集まりである
大阪府４Ｈクラブ連絡協議会が軽トラ夕市を開催しました。

軽トラ夕市は、新鮮な旬の大阪産（もん）と大阪農業の魅力をPR
するために、大阪府４Hクラブ連絡協議会の会員が生産した農産物や
その農産物を使った加工品を、直接消費者に販売するイベントで、
７月、11 月、１月の年３回開催されます。

吉川さんは、大阪府４Ｈクラブ連絡協議会の会員で、市内数ヶ所のい
ちじく畑（合計30ａ）で３種類のいちじくを栽培し、その殆どが「桝
井ドーフィン」という品種です。その他、希少価値のある「ビオレソリ
エス」という黒いちじくや白いちじくを栽培し、販売は、自宅前の直売
所や通信販売がメインです。

≪大阪府４Hクラブ連絡協議会とは≫
未来の日本の農業を支える20代から30代の農業者が中心となった
農業青年組織。会員相互の情報交換等を通じて農業経営上の課題解
決を図るとともに、消費者などとの交流活動にも取り組んでいます。

今回の軽トラ夕市では、水なす、トマト、オクラ、枝豆、ぶどう、
メロン、蜂蜜、人参ジュースなどの色とりどりの農産物と加工品が
販売されました。会員の方々は、ご自分が栽培された農産物につい
て、キラキラとした目でとても丁寧に説明してくださるとともに、
また、その野菜を使った料理方法まで説明してもらえることもあり、
新鮮な野菜等を求めて集まった消費者の方々にも大好評で大いに盛
り上がりました。

もっと詳しく！フォトレポートはこちらから→

大阪府4H
連絡協議会

WEB SITE↓

令和７年７月16日、羽曳野市でいちじくやさつまいもを栽培してい
るハッピーファーム代表の吉川幸一郎さんにお話を伺いました。

吉川さんは、「都市近郊の強みを生かし、食
べてもらっておいしいと喜んでもらいたい。バ
イオ炭づくりは大変ではあるが、環境のために
も継続していきたい。今後、地域としても拡大
していけばと思っている。」と、笑顔で語られ
ました。

いちじくの剪定枝を使って、令和４年よりバイオ炭の製造を開始されまし
た。バイオ炭は、炭素とカリウムを豊富に含んでおり、土壌改良剤としてさ
つまいも畑にすき込まれます。バイオ炭は、土中に埋めることによって二酸
化炭素の発生を削減することができ、バイオ炭に含まれるカリウムが肥料成
分となるため、さつまいもの収量が増加するそうです。収穫したさつまいも
は、ブランド「福めぐり」として販売されています。

【いちじく畑にて 代表の吉川氏】

【多くのお客で賑わう夕市】

【農産物加工品や新鮮な野菜がずらり】

もっと詳しく！
フォトレポートはこちらから→ 【いちじく畑にて 有江地方参事官

（左）に説明される吉川氏（右）】

【炭化器(上)とバイオ炭(下)】

ハッピーファームHP→

４つの「H」は以下の頭文字を意味します。
Head（頭脳）
Hand（技術）
Heart（心）
Health（健康）

・・・科学的に物ごとをとらえることのできる頭
・・・農業の改良と生活の改善に役立つ腕
・・・誠実で友情にとむ心
・・・楽しく暮らし、元気で働くための健康

☆３種のいちじく栽培☆

☆いちじく選定枝からバイオ炭へ☆

☆環境に配慮した農業に向けて☆

https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/osaka/2025photo/13_yuichi/keitora.html
https://4hclub-osaka.com/
https://4hclub-osaka.com/
https://4hclub-osaka.com/
https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/osaka/2025photo/2025photoreport.html
https://www.happyfarm.jp/


大阪産（もん）とは、大阪府内で生産された農林水産物とその加工品のことです。

← 大阪産（もん）に付けられているロゴマークは、大阪もんの言い換えである
「品」をモチーフに「農産物や林産物などをイメージする萌葱色（もえぎいろ）」、
「魚介類などをイメージする孔雀青（くじゃくあお）」「つくり手」の温かみや情
熱など「大阪産（もん）」を支える人々をイメージする金茶色（きんちゃいろ）」
を３つの「円」で表し、様々な主体の活動や連携の「輪・環」を築き広げること
を表しています。

「大阪産（もん）」の紹介

季節の大阪産（もん）→

大阪府が「なにわの伝統野菜」として認証する24
品目の一つ「勝間南瓜（こつまなんきん）」。
大阪市西成区玉出町（旧勝間村）が発祥地です。

地方参事官ホットライン 電話：06-6941-9658 （平日9:00～17:00） メール：hotline_kinkiosaka@maff.go.jp

農政に関するご相談、事業や制度へのご意見等がございましたら、お気軽に地方参事官ホットラインまで連絡ください。
広報誌に対するご意見等もお待ちしています。
 

近畿農政局 大阪府拠点 地方参事官室
電 話：06-6941-9658 （対応時間 平日9:00～17:00）
メール：hotline_kinkiosaka@maff.go.jp
HPから：https://www.contactus.maff.go.jp/j/kinki/form/161215.html

農業者の皆様へ 収入保険をご紹介します

【大阪農業mini知識】大阪府の農業算出額 320億円（R5）

収入保険は、全ての農産物を対象に、自然災害による収量減少や価格低下をはじめ、農業者の経営努
力では避けられない収入減少を広く補償します。

☆加入できる方
✓ 青色申告を行っている農業者（個人・法人）
✓ 保険期間の前年1年分の青色申告（簡易な方式を含む）実績があれば加入できます。

☆対象収入

✓ 農業者が自ら生産した農産物の販売収入全体

☆補償内容
✓ 保険期間の収入が基準収入の９割（５年の青色申告実績がある場合の補償限度額の上限）を下回っ

た場合に、下回った額の９割を上限として補塡します。

☆もっと詳しく！

✓ 保険料及び積立金や上記の詳しい内容は、農林水産省ホームページでご確認ください。

農業経営の収入保険：農林水産省

mailto:hotline_kinkiosaka@maff.go.jp
https://www.contactus.maff.go.jp/j/kinki/form/161215.html
https://www.maff.go.jp/j/keiei/nogyohoken/syunyuhoken/index.html
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